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「医療安全に関するトピックス～いまだから知っておきたいこと、考えておきたいこと～」 

九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講座准教授   鮎澤 純子 

 

 1999年、日本では大学病院や地域の基幹病院での医療事故が明らかになり、医療安全に社会的な関心が集

まるようになった。奇しくもこの年、後に「世界の医療安全の起爆剤となった」といわれることになる医療

事故の現状と対策に関する報告書「To Err Is Human」が米国で発表された。以降、医療安全は世界的な課題

として位置づけられ、日本でも、新しい視点で、現場のみならず国を挙げての取り組みが進んできた。しか

し、いまなお、医療への信頼を失いかねない医療事故が報じられているのも事実である。現場の医療安全の

取り組みのみならず組織のあり方そのものについても真摯に見直しつつ、「これからの医療安全」を考えてい

かなければならない。 

 医療を取り巻く環境も大きく変わりつつある。「機能分化」「地域連携」「地域包括ケア」をキーワードに医

療システムの構築が進むなか、すでに一医療機関の安全が担保されればそれで済む時代ではなくなってい

る。医療と介護、病院と診療所と在宅・・・シームレスで質の高いサービスが期待されるのであればシーム

レスな医療安全、いうなれば「地域の医療安全力」という意識が必要な時代になっている。では「リハ」と

「ケア」で紡がれる領域に期待される「これからの医療安全」とはどういうものだろうか。 

 変化する環境のなかでは医療安全の取り組みも変化に応じた進化をしていかなければならない。あらため

て基本に立ち戻るとともに、近年のトピックスを紹介し、「これから」を proactiveに考えたい。 

 まず、科学的な取り組みができているかを見直してみよう。その方策に科学的な根拠はあるのか。ITや自

動化が導入され刻々と環境が変わるなか、とるべき方策が変わっていくはずであることも心に留めておく必

要がある。そして、「レジリエンス」「ガバナンス」「ビッグデータ」「NCD」「Ai」・・・新しい考え方や新しい

技術で「これから」をどのように創っていくことができるのかを考えたい。 
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